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Ⅰ はじめに 

 近年、絶え間ない技術革新等により、社会構造は急

速に変化しており、予測困難な時代となっている。こ

のような時代において、中学校技術・家庭科技術分野

（以下、技術科）は、社会の変化に応じた教育内容を

扱っており、「問題を見いだして課題を設定し、解決

策を構想する力を育成すること[1]」が一層強く求め

られている。その中で、ロボットコンテスト（以下、

ロボコン）を題材とした授業は、生徒が楽しみながら

協働的に学び、創意工夫を発揮できる活動として注目

されている[2]。ロボコンは、授業でロボットを製作

し、これを操作して競技を行う一連の学習を指す。

NHKによる『高専ロボコン』や、2019年に科学技術館

との共同主催で始まった『小学生ロボコン』、さらに

は全日本中学校技術・家庭科研究会が主催する『創造

アイディアロボットコンテスト』（以下、全国大会）

など、各教育段階において全国規模の取組が展開され

ている。 

特に、中学校においては、令和 7年度に25回目を

迎える本コンテストが広く定着しており、埼玉県大会

では参加校が増加傾向にある。このことから、ものづ

くり教育の広がりとその必要性の高まりがうかがえ

る。一方で、多くの参加校は技術科の授業ではなく、

科学部や有志によるロボコンチームなど部活動として

参加する場合が大半を占めている。これは、授業の枠

組みの中でロボコンを中心に据えた活動を実施するこ

とが難しいためと考えられる。山本らは、ロボコンを

題材とした授業を実施するうえで、①製作時間に関す

る課題、②教員の指導力に関する課題、③作業進度に

関する課題、④製作費に関する課題、⑤競技内容の課

題と評価といった多様な課題が存在することを指摘し

ている[3]。 

 以上から、ロボコンは生徒が問題解決能力を身につ

ける上で高い教育効果を有し、社会的関心も大きい教

材であるが、技術科の授業として普遍的に実施するに

は多くの制約や課題が残されている。 

 そこで本実践では、山本らが提示した「授業時間の

確保」と「生徒の進度管理」という二つの課題に着目

し、これを解決する授業実践を目指した。ロボットの

基本的な規格を統一し、視覚的に理解しやすい製作マ

ニュアルを提示するなど、限られた時間内でも円滑な

製作活動を可能にする支援策を整え、授業を計画し

た。さらに、事後調査を実施しその成果を分析したⅡ 

Ⅱ 方法 

2-1．実践の概要 

授業実践は中学校 2年生 4クラス、計 145名を対象

に実施した。期間は 4月～11月で、内容は「C エネ

ルギー変換の技術(1)(2)(3)」として扱い、全25時間

の授業を計画した。表 1にロボコンの指導計画を及び

全学年の年間指導計画を示す。この 25時間分のワー

表１ 各学年の年間指導計画 

第1学年
時数 学習過程 教育内容例 指導要領

1~3 ガイダンス
生活や社会における技術の役割や
問題解決の手順、について知る

A(1)ア

2 生活や社会と生物育成の技術
生物育成の技術に込められた技術の
しくみに気づく

B(1)イ

3~6 さまざまな生物育成の技術
作物、動物及び水産生物の科学的な
原理・法則を理解する

B(1)ア

7~11 生物育成の技術による問題解決
育成計画に沿い、安全・適切に育成
環境の調節や、管理・収穫を行う

B(1)イ
B(2)アイ

12 これからの生物育成の技術
生物育成の技術を評価し、適切な
選択と管理・運用のあり方を考える

B(3)アイ

13 生活や社会と材料と加工の技術
材料と加工の技術に関する製品に
込められた技術のしくみに気づく

A(1)イ

14~16 材料を利用するための技術
各材料の性質や種類、加工技術を
理解する

A(1)ア

17~21 問題解決の手順
材料と加工の技術に関する製品に
ある問題解決の視点について考える

A(2)イ

22~34 製作のための技能（木材）
ラックの製作を通して材料取り・部
品加工などの必要な作業を行う

A(1)ア
A(2)ア

35 これからの材料と加工の技術
材料と加工の技術を評価し、適切な
選択と管理・運用のあり方を考える

A(3)アイ

第2学年
時数 学習過程 教育内容例 指導要領

1
生活の中の

エネルギー変換の技術
エネルギー変換の特徴を知る C(1)ア

2
エネルギー変換の

原理・法則
動力伝達について知る C(1)ア

3
エネルギー変換の

原理・法則
ロボコンについて知り、活用できそ
うな動力伝達を調査する

C(1)ア

4
エネルギー変換の技術

の概念の理解
創りたいロボットのイメージを作り
上げる

C(1)イ

5~6 実習
基本台座の製作を通して、動力を
伝達する仕組みとその特徴を知る

C(2)ア

7 計画
基本台座を基にロボットを構想し、
設計する

(C2)イ

8~22 実習 設計したロボットを製作する C(2)ア
23 評価 学級ロボットコンテストを開催する C(3)ア
24 評価 校内ロボットコンテストを開催する C(3)ア

25
社会の発展とエネルギー変換の

技術の在り方
ロボットコンテストを振り返る C(3)イ

26~29 生活や社会と情報の技術
コンピュータの基本的なしくみや
ソフトウェアのはたらきを知る

D(1)アイ

30~32 情報の伝達
報通信ネットワークの構成や情報を
やりとりするしくみを知る

D(1)ア

33~35 情報セキュリティと情報モラル
情報セキュリティの重要性や情報
モラルの必要性を知る

D(1)ア

第3学年
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クシートを「ロボコンの手引き」として一冊にまと

め、生徒が学習の見通しをもてるよう配慮した。 

教材は「かんたんギヤボックス５（優良教材）」[4]

や「ユニバーサルプレート L（タミヤ）」[5]を中心に

ロボット材料を用意した。競技は令和６年度第24回

全国大会基礎部門のルールを簡略化し、校内用のレギ

ュレーションを作成した。学級ロボコンでは担任を招

待し、競技部門とPR部門を実施した。トーナメント

戦の優勝チームおよび PR部門で最多票を得たチーム

の計２チームをクラス代表とした。24時間目には学

年技術の授業として、学年教員や管理職を招待し、体

育館で校内ロボコンを開催した（図 1）。各クラスの

代表計８チームが競技部門および PR部門に参加し、

成績と投票結果から３チームを学校代表として選出し

た。 

校内ロボコンは、全国中学生創造ものづくり教育フ

ェア埼玉県大会への出場資格を得るための予選と位置

付け、学習意欲の喚起を図った。学級・校内ロボコン

にむけて、生徒実行委員会を組織し、運営部・競技

部・広報部の３部会を設けた。ルール検討、審判講

習、掲示物や招待状の作成、BGMや配信等の会場準備

を行い、当日は開会式から競技進行、実況、表彰式ま

で生徒が主体的に運営した。実践終了後、ロボコンに

期待される教育効果[6]を参考に、10項目を４件法で

調査し、実践前後での変化を分析した（表２）。 

2-2．授業時間の確保に向けた工夫点 

授業時間確保に向け、以下の 2点に注力した。 

 一つ目は、エネルギー変換や伝達に関わる基礎的な

技術の仕組みを理解させるため、家電製品やシステ

ム、電車、自転車など身近な交通機関を調査課題とし

て取り組ませた（図２・３）。その後、生徒は各自の

課題をチーム内で共有し、技術の最適化について検討

する活動を行った。これにより、内容(1)にかかる授

業時間を削減し、問題解決学習に充てる時間を確保で

きた。 

二つ目は、製作に用いるロボットの基本部分の規格

を統一し、製作マニュアルを配布した。具体的には、
図１ 校内ロボコンの様子 

第3学年
時数 学習過程 教育内容例 指導要領

1~3 コンピュータとプログラミング
プログラムによる処理の自動化の
しくみや手順を理解する

D(1)ア

4~8
双方向性のあるコンテンツの
プログラミングによる問題解決

ネットワークを利用した双方向性の
あるコンテンツのプログラミングに
よる問題解決の手順を知る

D(1)ア
D(2)アイ

9~14
計測・制御のプログラミング

による問題解決
コンピュータを使って機器を自動で
動かすしくみを知る

D(1)ア
D(3)アイ

15 これからの情報の技術
情報の技術を評価し、適切な選択と
管理・運用のあり方について考える

D(4)アイ

16~17 技術分野の出口 技術分野野での問題解決をふり返る
ABC(3)ア
イ
D(4)アイ

1 目標に向かって何かを継続することができる

2 同じ目標を持つ他者がいると、やる気が出る

3 何事も実際に体験することで理解が深まる

4 物事の細部を理解することで全体を捉えることが
できるようになる

5 問題解決は1人でやるより複数人で協力したほうが
上手くいく

6 チーム間で情報交換することでコミュニケーション
能力は向上する

7 うまくいかないことに直面してもすぐに諦めない

8 試行錯誤して問題を解決することができる

9 目標を達成した後も努力を継続することができる

10 客観的な視野を持ちさらに上を目指すことができる

ロボットコンテストに参加して､次の質問内容の
中で､自分の気持ちと一番近いものに○を付けてください｡
【４：そう思う ３：どちらかといえばそう思う
　２：どちらかといえばそう思わない １：そう思わない】

表２ 事後調査の項目 

図２ 身近なエネルギー変換について調査する課題 
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ロボットの基本台座（プレート＋タイヤ）に使用する

教材を統一し、寸法を同一に設定した（図４）。「かん

たんギヤボックス５」（優良教材）の冊子にはギヤボ

ックスの組立方法やギヤ比が模式図で示されており、

視覚的に理解しやすい構成となっている。「ユニバー

サルプレートL」（タミヤ）は直径３mmの穴が５mm間

隔で開いており、パーツをビスとナットで固定できる

ため、規格統一に適している。これらを用いて基本台

座を製作する際には、「～ロボット土台の作り方～」

という組立マニュアル（図５）を作成し、各チームに

配布した。マニュアルには写真を多く取り入れ、視覚

的理解を促した。工具（ワイヤーストリッパー等）の

使用法のみ全体指導を行い、以降はチームごとの作業

とした。これにより、製作上の障害を事前に可能な限

り排除し、円滑な活動を実現するとともに、チーム内

での教え合いを促し、協働的な学びを目指した。 

また、チーム内での教えあい活動を促し、協働的な

学びの実現を目指した。 

2-3．生徒の進度管理に向けた工夫点 

授業時間の確保に向け、以下の２点に注力した。 

 一つ目は、４人一組でロボット開発チームを結成

し、製作を進めたことである。３時間目にくじ引きに

よりチームを構成し、1人ずつ役職を与えて仕事を分

担させた（表３）。製作の授業における導入では、生

徒に役割や活動の流れを明示したスライドを提示した

図３ 動力伝達，機構について調査する課題 

図４ 規格を統一したロボットの基本台座 

図５ ロボット基礎組立マニュアル 

表３ 開発チームの役職一覧 

図６ 準備・片付けの役割一覧
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（図６）。製作の準備・片付けにおいても「一人一

役」を徹底し、作業の効率化と製作時間の確保を図っ

た。さらに、進度の早いチームには追加課題を設定し

た。技術室に隣接する金工室をロボット演習場として

開放し（図７）、ロボット操作の練習や当日の役割分

担を協議させた。また、コンテストの PR部門では、

自チームのロボットを効果的にアピールするためのス

ライド資料やポスターの作成を任意で認め、表現活動

の幅を広げた。 

 二つ目は、各チームの作業進度を正確に把握し、適

切な支援を行うため、2種類のワークシート（図８、

９）を作成し、各チームのファイルに保管する授業形

態を導入したことである。製作チェックリスト（図

8）は、製作の進行状況に応じて記入するもので、校

内レギュレーションから抽出したロボットに必要な最

低限の機能を「回収」「保持」「積み上げ」の三つに設

定して作成した。また、各段階に「試運転」の項目を

挟み、試行錯誤を通して理解を深められるようにし

た。作業記録シート（図９）は、授業冒頭に各チーム

が作成するワークシートであり、当日の作業目標や具

体的な内容をメンバー間で共有する役割を担った。教

員は、作業中にこのシートを確認することで、チーム

の進捗を把握し、適切な声かけや支援につなげた。こ

れらのワークシートはチームごとにファイルへ綴じ込

み、「ロボコン製作ファイル」（図 10）として整理し

た。さらに「ロボコンの手引き」とともに技術室で保

管し、授業ごとに容易に参照できる環境を整備した。 

Ⅲ 実践の成果 

3-1．原理・法則を理解する学習（1-4時間） 

この学習では、前述のとおり、身近なものを調べ、

各自の課題をチーム内で共有し、取り上げた技術がど

のように生活や社会における問題を解決しているのか

を読み取る活動を実施した。冷蔵庫や足踏み式消毒器

など、生徒にとって身近なものを題材としたことで、

図７ ロボット演習場（金工室）での練習風景 

図８ 製作チェックリスト 

図９ 作業記録シート（記入例） 

図 10 ロボコン製作ファイル 
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理解を促しやすく短時間で効率よく、技術の最適化に

ついて学習することができた。また、これらの取り組

みから約 17時間のロボット製作時間を確保すること

ができた。 

3-2．基本台座の製作（5-6時間） 

基本台座の製作は 2時間を予定していたが、実際に

は 1.5時間程度で完成するチームが多かった。ほとん

どの開発チームはマニュアルおよび前述のギヤボック

ス付属冊子を参照し、自力で製作を進めることができ

た。作業が難航するチームに対しては、マニュアルの

読み方や工具の扱い方について指導を行い、予定とお

り 2時間で全チームの作業を完了させることができ

た。机間巡視を行った際も声をかける回数は少なく、

一部のチームに「作業は順調に進んでいる？」と尋ね

ると、「これを見ればわかるので大丈夫です。」といっ

た反応が多く、支援が必要なチームへの指導に集中す

ることが可能であった。 

3-3．ロボットの設計・製作（7-22時間） 

教員は、ロボコン製作ファイル内のチェックリスト

を参照することで、進度が遅れているチームを重点的

に支援でき、コンテスト当日までにほとんどのチーム

がロボットを完成させることができた。事後アンケー

トには、「一つの作業が終わるたびにチェック表を埋

めていくので分かりやすかった。」「次にやるべきこと

が書いてあるので作業を整理できた。」といった作業

進度に関する記述が散見され、製作ファイルが各チー

ムの作業管理を容易にした効果が認められた。 

また、「問題を解決してもまた新たな問題が発生す

ることが多かった。」「作っていく中の苦労や協力がと

ても心に残った。」といった試行錯誤に関する記述も

多く見られ、ワークシートが意図した効果を発揮して

いたことが推察される。生徒の振り返りからは、「最

初はあまりコミュニケーションが取れず誰かがやるも

のがなかったが、製作が進むにつれて、やることが明

確になり課題解決が楽しくなった。」など、自チーム

の作業について理解を深めている様子が確認された。   

製作序盤は、手持ち無沙汰であった生徒が、製作終

盤には自身の役割を見つけ、生き生きと作業している

様子も確認された。これは作業記録シートが、教員と

生徒の情報共有に加え、生徒自身が主体的に学習に取

り組むうえで学習の見通しを立てることに寄与してい

ることが推察される。 

さらに、授業を重ねることで、自チームの作業スピ

ードや残りの作業量を正確に把握できるようになり、

自然と学びを自己調整する力が育まれた。 

3-4．学級・校内ロボコン（23-24時間） 

学級ロボコンでは、どのクラスにおいても、各チー

ムが担任に成果を示そうと、最後まで工具を手に取り

ロボットの最終調整を行う姿が見られた。競技部門で

は、ロボットが思うように動作せず悔しさをにじませ

る生徒や、成功に喜びを表す生徒など、多様な反応が

見られ、各クラスが大いに盛り上がりを見せていた。

PR部門では、全員が審査員となり、各チームのロボ

ットの仕組みや制作意図を評価していた。中には発表

スライドや原稿を用意するチームもあり、ロボコンと

いう題材が、生徒の主体的な学びを促していたことが

うかがえる。 

 校内ロボコンでは、各クラスの代表チームが精力的

に競技へ取り組む一方、見学する生徒は各ロボットの

機構や独創的なアイデアに注目し、技術的な視点から

評価していた。振り返りでは、「一つの課題問題に対

して色々な種類のロボットが出てきていて面白い。」

「ただすごい機能をもったロボットを作るのではな

く、それを操縦することも考えた上で、しっかり機能

するロボットを作ることの方が大切。」といった記述

が見られた。これらから、ロボコンを通して単に何か

をつくるという活動ではなく、課題設定と解決策を多

面的に評価する力が育成されていたと考えられる。 

3-5．事後調査 

事後調査では、項目７「うまくいかないことに直面

してもすぐに諦めない」が 2.8→3.6、項目８「試行

錯誤して問題を解決することができる」が 3.6→3.8

となった。生徒は先述した２種類のワークシートを記

入する過程で、他者と協働して粘り強く物事を前に進

める態度や、困難に打ち勝つ忍耐力や精神力を向上さ

せていたことが示唆される。項目９「目標を達成した

後も努力を継続することができる」では 2.6→3.2、

項目 10「客観的な視野を持ちさらに上を目指すこと

ができる」では2.6→3.6と大きく数値が向上する結

果となった。これは、製作時間を確保し、試行錯誤の

機会を多く設けたことで、生徒たちの内面が変化した

ことを示唆している。ロボコンを通して、現状に満足

することなく、客観的な視野に立ってさらに上を目指

そうとする向上心が涵養されたことに起因していると

考えられる。 

4．考察と今後の課題 

 本実践では、ロボコンを授業で扱う際の「授業時間

の確保」「生徒の進度管理」という課題に対応するた

めの工夫を考案し、その成果と課題を検討した。以下

にその結果を示す。 

(1) ロボット製作時間を十分に確保し、コンテスト当
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日までに完成を目指すため、次の方策が有効であっ

た。①技術の原理・法則の理解は、課題として身近

な製品を調査させることで、指導時間を最小限に抑

えた。その結果、短期間で履修を終えるとともに、

生徒の主体的な探究意欲が高まった。②全チームの

基本台座を同一規格に統一した。これにより指導が

一般化され、効率的な製作活動が可能となった。 

(2) 作業進度を正確に把握し、適切な支援を行うた

め、次の方策が有効であった。③製作チェックリス

トと作業記録シートを導入し、チームごとにファイ

ルで管理した。教員とのやり取りを通じて進度が可

視化され、個別の支援が円滑に実施できた。また、

生徒の忍耐力や精神力について向上が認められた。

(3) 学級・校内ロボコンを実施したことにより、成果

の発表機会を確保できた。④学級ロボコンでは、全

員が製作や発表に関わり、互いの工夫を評価し合う

ことで学習への主体性が高まった。⑤校内ロボコン

では、各クラス代表が競技に臨み、見学者も他クラ

スのロボットの構造やアイデアを比較・評価する活

動を行った。その結果、課題解決策を多面的に検討

し、技術的な見方・考え方を育成する効果が示唆さ

れた。

(4) 事後アンケートでは、作業進度や試行錯誤につい

て肯定的な記述が多く見られ、作成したワークシー

トが、本実践の課題に対する解決策になりうる可能

性を示唆していた。

以上の結果より、授業時間の不足と作業進度の把握

について、その解決法を構造化し、一つのモデルケー

スを提案した。各学校の実態によって、課題は多岐に

渡ることが推測されるが、技術科における題材として

のロボコンは、十分に実現可能であると考えられる。

本研究で得られた結果は、あくまで本校のみでの取り

組みであり、限定的に捉える必要があるものの、先行

研究で提示された教育的効果を示していた。 

5．まとめ 

本実践では、ロボコンを題材とした授業における

「授業時間の確保」と「生徒の進度管理」という二つ

の課題に対し、ロボットの基本部分の規格を統一する

ことや、作業記録・スケジュール管理を可能とするワ

ークシートを作成することなどの工夫を行った。 

その結果、限られた授業時間の中でも効率的に製作

活動を進めることができ、生徒の進度を把握しながら

適切な支援を行うことが可能となった。 

さらに、学級や学年単位でのロボコンを実施するこ

とができ、生徒が互いの成果を共有・評価し合う場を

設けることにつながった。本実践は単校事例研究であ

るため、得られた知見は一般化にあたって慎重に扱う

必要がある。しかしながら、ロボコンという題材が、

生徒の主体的・協働的な学びを促進し、技術的な見

方・考え方を育成する上で有効であることが示唆され

た点は意義深い。 

今後、この取組をより発展させ、普遍的な授業モデ

ルとして定着させるためには、予算の確保、教員の指

導力に関する課題、評価方法の工夫といった点につい

て具体的な解決策を検討し、体系化していくことが不

可欠である。 
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